
特定研究開発促進事業 ｢磯根資源の初期生態に関する研究 (エゾアワビ)｣

伊藤 秀明 ･清藤 真樹 ･小倉大二郎

本県沿岸漁業の重要な磯根資源であるエゾアワビについては､近年天然資源の減少が著しく､従来より

沿整 ･沿構事業による増殖場の造成や餌料環境の改善､人工種苗の大量放流等により資源の回復､増大に

努めているものの､顕著な効果をあげるに至っていない｡アワビ資源の変動は､初期減耗の多賓が大きな

影響を及ぼしていると考えられるが､未解明な部分が多い｡本研究では､エゾアワビ資源の回復､増大に

資するため､初期減耗に関与すると思われる餌料環境､食害生物及び植食性動物との競合による影響を継

続的に調査 し､着底後の幼稚仔の減耗要因を解明することを目的として､各種調査を行ったので報告する｡

調査地点の概要

図1に示した下北郡風間浦村易国間地先は､津軽海峡に面 した下北半島の南東部に隣接 した風間浦村

の中央部に位置する岩盤､転石地帯で､一部には砂場が点在している｡漁業は磯漁業が主体で､特にコン

プ､ウニ､アワビに対する依存度は高 く､特にアワビは干飽用として出荷され､本県のアワビの主要漁場

のひとっとなっている｡

植物相はアナアオサ､テングサ､タンパノリ等の小型の海藻やマコンブ､ガゴメ､ワカメ､ホンダワラ

類等の大型海藻も繁茂している｡同地先では1991-1995年の5カ年間､特定研究開発促進事業 ｢アワビの

再生産機構の解明に関する研究｣1)を行ってきた｡

図 1 調 査



1 漁場環境調査

(1) 目 的

着底場における底生生物相､植物相及び初期餌料 (付着珪藻)の季節変化を明らかにし､害敵 ･競

合生物の種組成と分布密度及び餌料環境を把握する｡

(2) 方 法

易国間地先の調査海域において6調査地点を設定 し､底生生物 (1mX 1m)､生育海藻 (0.5mX

0.5m)の潜水枠取り調査を行った｡又､各調査地点から無節石灰藻の付着 した石を3個ずっ採取 し､

無節石灰藻上の付着珪藻を5%ホルマリン溶液 (0.45〟mミリポア)で擦り落としてサンプリング

(5cmX 5cm)を行った｡調査は5月から11月まで各月 1回行った｡水温は本地先に隣接する蛇浦地

先の定置水温観測結果を使用した｡

なお､付着珪藻の同定､定量は水産庁東北区水産研究所との共同研究として行った｡

(3)結果と考察

① 地先水温の推移

風間浦村蛇浦地先の定置水温 (半句平均)を図2に示した｡1996年は1月以降4月頃まで平年よ

り1-2℃低い水温で推移し､以降は平年並みに推移した｡
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1 12図2 風間浦村蛇浦地先の定置水温 (半句平均)

実線は1996年値､点線は累年平均値② 底生生物の種組成と密度底生生物の分布密度を図3に示した

｡ 5月調査時の分布密度は28-148個体/m2(以下 1m2当たり)､平均では71.2個体で

その種組成はクボガイ等の植食性巻貝類 (34.0個体) とバフンウニ等のウニ類 (29.5個体)が優先し､両種

で89.2%を占めていた｡ 7月調査時は26-112個体､平均では66.3個体で植食性巻貝類 (19.7個体)

とウニ類 (39.0個体)が86.9%を占めていた｡8月調査時は21-96個体､平均では46.5個体で植食

性巻貝類 (16.2個体)とウニ類 (22.5個体)が83.2%を占めていた｡10月9日の調査時は26-

82個体､平均では44.0個体で植食性巻貝類 (16.8個体) とウニ類(22.3個体)が89.0%を占めていた｡10月23日



0

0

0

0

8

6

2

1

1

2

0

8

6

i-

rー

(

fu＼丑
寧
)世
軸

や
令

0

0

0

0

0

0

0

8

6

4

i-

rJl

J
い■
■

2

0

8

6

r
l

rl

(盲
＼
卓
寧
)
世
樹
軽
食

8

6

■Ji

11

(pJ＼坐
撃
)世
樹
据
虫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

HJ-1h

ii

0

0

8

6

□その他

田 ウニ雷

甘櫨食性巻貝青

田内食性卓見蒼

■ カニ雷

■ ヒトデ膏

CT) 寸 LL)■ll■■ '■■■■ ■■■■■
∽ ∽ ∽

調査地点

5月14日

芸 冨

□その他

田 ウニす

り櫨食性巻尺粛

田 内女性卓見蒼

tlカニ雷

J ヒトデ膏

くつ 寸 tL)
■- ■-1 ■_■
∽ ∽ ∽

璃査地点

7月15日

芸 貫

□その他

田 ウニ雷

や櫨女性巻貝粛

E)肉女性卓見蒼

■ カニ雷

} ヒトデ膏

ー Cu の T tL)一..■ ●.J ■-■ ･■･･■ ■■■
∽ ∽ ∽ ∽ ∽

調査地点

8月26日

; #

(.uJ＼丑
畢
)
世
伽
糖
類

(盲
＼せ
撃
)世
樹
据
令

(盲
＼堆
撃
)
世樹
据
令

0

0

0

0

8

6

2

1

1

0

0

2

0

rl

■JiL

0

0

8

6

0

0

0

8

6

4

ri

JJi

■i

0

0

2

0

1rL

rl

0

0

8

6

0

0

0

8

6

4

■l

Ll

■11

0

0

2

0

rl

JhrL

0

0

8

6

□その他

田 ウニ雷

廿は食性巻貝霜

田内女性卓見蒼

tlカニf

t ヒトデ膏

Cq くつ
■■■ ■■■
∽ ∽

T LO■.■■■■■■∽ ∽

調査地 点

10月9日

□その他

田 ウニ鷺

甘櫨食性巻貝青

田内食性卓見蒼

tlカニ粛

■ ヒトデ粛

･r Cq くり
■一l ▲■l ■■■

の ∽ ∽ 芸 芸 芸 冨

調査地点

10月23日

□その他

田 ウニ膏

廿維食性巻尺青

田内食性卓見蒼

tlカニ雷

} ヒトデ膏

1- CU くつ
■■■ ■■■ ■-
∽ ∽ ∽

<_ LE)■- ■■J
の ∽

調査地点

11月14日

図3 底生生物の分布密度 (漁場環境調査 1996 易国間)

-231-

芸 苦



貝類 (20.7個体)とウニ類 (15.8個体)が89.7%を占めていた｡11月調査時は32-81個体､平均で

は54.2個体で植食性巻貝類 (22.0個体)とウニ類 (26.5個体)が89.7%を占めていた｡以上のよう

に調査期間中を通 じても平均53.6個体 (40.7-71.2個体)とかなりの密度で採捕され､その約90%

は競合種である植食性巻貝類とバフンウニで占められており､その食圧はかなりのものと推定され

た｡

③ 生育海藻の種組成と密度

生育海藻の分布密度を図4に示 した｡ 5月調査時は平均で330.3g/0.25m2(以下0.25m2当たり)､

そのうちマコンブ､ワカメ､その他褐藻類 (ケウルシグサ､チガイソ等)を主体とした褐藻類が19

2.5gと全体の58.3%を占め､以下顕花植物 (スガモ)､紅藻類であった｡ 7月調査時では平均414.8

gで､そのうち褐藻類が363.3gと87.6%を占め､特にワカメが282.8gと優先 していた｡ 8月調査

時では平均149.7gで､そのうち褐藻類が82.7gと55.2%を占めていた｡10月9日調査時では平均15

4.5gで､そのうち褐藻類が126.0gと81.5%を占めており､マコンブが主体であった｡10月23日調

査時は平均425.7gで､そのうちマコンブ主体の褐藻類が367.0gと86.2%を占めていた｡11月調査

時では平均306.9gで､そのうちマコンブ主体の褐藻類が214.8gと70.7%を占めていた｡

調査期間中を通 じて平均297.0g(149.7-425.7g)の分布密度があり､アワビ類の良好な餌料と

なる褐藻類が優先する植物相であった｡その種組成は8月頃まではワカメやチガイソが主体で､以

降はマコンブが優先 していた｡又､本年は冬期間の水温が低めに推移 し､海藻の生育も順調であっ

たものと推察された｡

顕花植物 (スガモ)は常時出現 し､紅藻類は7月まではイソ-ギが主体で8月以降はマクサが優

先していた｡

④ 無節石灰藻上の付着珪藻

サンプルを調整保存中であり､同定､定量は東北区水産研究所において行うこととしている｡

2 幼稚仔舌底調査

(1) 目 的

着底場においてエゾアワビ若令員の存在が幼稚仔の着底に関与するか否かを明らかにし､着底 ･稚

貝場の形成条件を解明する｡

(2) 方 法

易国間地先の水深 2-3mに人工種苗を集中放流 した試験区と放流 しない対照区を設定 し､各試験

区3地点計 6地点で､エアーリフトによる潜水枠取り (0.25mx0.25mX4/1地点)により､エゾ

アワビ着底椎仔及び小型底生生物のサンプリングを行った｡エアーリフトによる採集物は500〟mの

ネットで受け､小型底生生物については更に1.3mm目合いのネットで受けたものを検鏡 した｡

人工種苗の放流は6月12日 (平均殻長22.80mm11千個)及び8月26日 (平均殻長21.47mm9千個)に

行った｡調査は7月から11月まで各月 1回行った｡

(3)結果と考察

① 着底椎仔量

調査期間工ゾアワビ着底椎仔は確認できず､採捕努力の不足や発生量の乏 しさが推察され､着底

椎貝を効果的にサンプリングすることが課題として残された｡

② 小型底生生物の種組成と密度

小型底生生物の密度を図5に示 した｡ 7月調査時は平均で31.3個体/0.25m2(以下0.25m2当たり)

で､その種組成はチグサガイ､サンショウガイ等の小型の植食性巻貝類が21.8個と全体の69.6%､

ヤドカリが9.3個と全体の29.7%を占め､両種で99.3%とそのほとんどを占めていた｡8月調査時で
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は平均で32.7個体､そのうち小型植食性巻貝類が73.8% (24.0個体)､ヤ ドカリが25.9% (8.5個体)

を占めていた｡10月9日の調査時では平均で23.2個体､そのうち小型植食性巻貝類が72.4% (16.8

個体)､ヤ ドカリが20.7% (4.8個体)を占めていた｡10月23日の調査時では平均で30.8個体､その

うち小型植食性巻貝類が82.7% (25.5個体)､ヤ ドカリが17.2% (5.3個体)を占めていた｡11月調

査時では平均で45.5個体､そのうち小型植食性巻貝類が81.9% (37.3個体)､ヤドカリが14.7% (6.7

個体)を占めていた｡

調査期間中を通 じて平均32.7個体 (23.2-45.5個体)の小型底生生物が出現 し､その種組成は7

-8割がチグサガイ､サンショウガイ等の小型の植食性巻貝類､ 2-3割がヤドカリ類でこの2種

で大部分を占めた｡

3 害敵生物等影響試験

(1) 目 的

害敵 ･競合生物によるアワビラーバの着底変態への影響及び着底後の生残､成長への影響を明らか

にするとともに餌料環境 (付着珪藻)の遷移を把握する｡

(2) 方 法

水産増殖センター内での室内試験｡(フロ-チャー ト参照)

予め底面にスライ ドグラス12枚を置いた5リットル円形水槽に､エゾサンショウガイ及びエゾアワ

ビ椎貝を0.5g､1.0g､2.0g､4.0g/0.1m2の密度で飼育 しながら付着珪藻を繁茂させ､着底直前の

ラーバを500個体 (採卵 5日目 平均殻長277FLm)を投入し､その着底量を計数 した｡

試験に供 したエゾサンショウガイ及びエゾアワビ椎貝の概要は表 1に示 した｡

着底量を確認後は各水槽200個体となるように予備採苗した着底椎貝 (採卵17日日平均殻長483FLm)

を投入 し､ 1週間毎に減耗量を計数するとともに10個体の殻長を測定した｡

付着珪藻のサンプリングはスライ ドグラスをラーバ投入前に1枚抜き取り､成長量試験開始以降は

1週間毎に抜き取りしたものを5%ホルマリン溶液 (0.45〝mミリポア)で擦り落として行った｡又､

着底稚貝の体成分分析 (飢餓状態の把握)用として2週間毎に10個体をサンプリングし､-80℃で凍

結保存 した｡

試験は同密度のものとブランクを3水槽づっ行い､概ね20℃の流水及び室温20℃により行い､明暗

12hr-12hrとし､試験期間は6月14日から9月17日まで行った｡

害敵生物等影響試験フローチャー

ト-235-
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表 1 書敵生物等影響試験対象種の概要 (1996)

エソサンショウガイ 0.5g/3個体 1.0g/6個体 2.0g/lZ個体 4･Og/24個体

試攻区 (矧tmm) 1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 3-3 4-1 4-2 4-3

No.1 7.42 7.30 6.58

2 7.16 6.59 6.84

3 7.54 7.48 6.38

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

8.01 6.79 7.94

6.43 6.35 6.01

5.73 7.07 6.84

6.20 7.51 6.8∠1

ら.95 7.48 6.75

7.25 5.86 7.47

7.57 7.09 7.41

7.02 7.48 6.75

7.95 7.04 6.61

6.76 7.04 7.01

6.45 6.33 7.51

7.77 6.92 7.31

7.41 6.62 7.28

6.89 6.84 7.50

6.83 7.02 7.21

7,14 6.77 7.26

7.01 6.55 6.38

7.39 6.63 6.29

7.00 7.54 7.21

6.87 7.17 6.37

7.66 6.16 7.23

7.10 6.73 7.19

7.30 5.90 7.27

7.49 6.75 6.93

7.89 6.75 6.65

7.16 7.16 6.46

7.50 6.97 7.36

6.51 6.81 6.77

6.15 6.85 6.69

6.80 7.12 7,05

7.14 6.46 6.07

7,73 7.71 7.36

6.80 7.10 6.38

7.69 6.83 7.07

5.90 6.96 6.94

7.54 7.48 7.14

6.82 6.78 6.96

6.05 7.34 6,91

6.80 7.53 6.60

6.54 6.38 6.48

6.13 7.38 6.68

7.88 6.00 6.44

平均 7.37 7.12 6.60

ほ準触差 0.1943 -).4706 0.2307

エソアワビ旺漁区 0.5g/l個体

BB (mm) 1-1 1-2 1-3

6.60 6.84 6.98

().8693 0.6503 0.6625

1.0g/2個体

2-1 2-2 2-3

7.18 6.86 7.04

0.4433 0.3056 0.4312

2.0g/4個体

311 3-2 3-3

No.1 16.2 15.6 15.8

～

1

4

5

6

7

8

15.5 15.9 13.6

15.2 16.() 15.0

7.02 6.91 6.84

0.595 0.4838 0.3592

4.09/8個体

4-1 4-2 4-3

15,5 15.0 16.0

14.9 15.5 17.0

15.8 15.2 15.?_

15.0 15.8 15..～

15.2 15.0 16.1

15.2 16.0 15.2

15.9 16.0 15.9

15.2 15.0 15.～

15.5 15.0 15.6

14.8 14.2 15.3

15.5 16.0 15.1

15.2 16.1 15.1

16.2 15.6 15.8 15.35 15.95 14.3

0.2121 0.0707 0.9899

15.30 15.38 15.85

0.4243 0.3500 0.8544

15.31 15.41 15.44

0.3227 0.7060 0.3852

(3) 結果と考察

① 飼育水温の推移

試験水槽内の飼育水温を図6に示 した｡試験開始から7月29日までは概ね20℃で推移したが､以

降はコントロールできないため天然海水と同水温の21-23℃の範囲で推移した｡

② 浮遊幼生の着底量

浮遊幼生投入後10日間の各試験区のへい死等個体数を図7に示した｡

エゾサンショウガイ試験区では3試験区平均で0.5g区は変態前へい死個体54.7個､変態後へい

死個体7.7個､葡毎期幼生13.7個の計76.0個､1.0g区では変態前28.0個､変態後15.3個､葡旬期幼生

5.7個の計49.0個､2.0g区では変態前48.3個､変態後13.0個､葡毎期幼生4.0個の計65.3個､4.0g区

では変態前29.0個､変態後14.3個､葡毎期幼生1.0個の計44.3個であった｡

エゾアワビ椎貝試験区では3試験区平均で0.5g区は変態前85.3個､変態後24.3個の計109.7個で

あった｡1.0g区では変態前71.7個､変態後56.7個の計128.3個であった｡2.0g区では変態前43.3個､

変態後43.7個の計87.0個であった｡4.0g区では変態前32.3個､変態後30.3個の計62.7個であった｡

対照区では3試験区平均で変態前291.0個､変態後36.0個､葡毎期幼生6.3個の計333.3個であった｡

エゾサンショウガイ試験区では生息密度による有意差は見られず､又､投入後6日後でも葡毎期幼

生が各区で確認されていることから､着底がかなり遅れていたものと考えられるが､計数後流水と

したので流出した幼生もあるものと推定された｡
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エゾアワビ稚貝試験区では密度が高いほど変態前へい死個体が少なく､変態後へい死個体が多い

傾向がみられ､又､投入後4日後には葡旬期幼生が確認されなかったので既に着底はこの時点で終

了していたものと推定された｡ しかし､密度が高いほどへい死個体の損傷が激 しく計数されなかっ

たものもかなりあったものと思われた｡

対照区ではかなりのへい死個体が確認されたが､特に変態前のものが大部分を占めており､また

葡毎期幼生も確認されていたことから､付着珪藻だけでは浮遊幼生は着底 し難いものと推定された｡

浮遊幼生投入12日後の着底椎仔の生残率を図8に示した｡

エゾサンショウガイ試験区では0.5g区は平均12.7%､1.0g区は平均15.8%､2.0g区は平均11.3

%､4.0g区は平均7.9%であった｡

エゾアワビ椎貝試験区では0.5g区は平均10.7%､1.0g区は平均10.9%､2.0g区は平均5.6%､4.

0g区は平均3.1%であった｡対照区では平均6.9%であった｡

両試験区とも生息密度が高いほど生残率が低い傾向がみられ､特にエゾアワビ椎貝試験区がその

傾向が顕著であった｡

各試験区の推定者底率を図9に示 した｡推定者底率は生残個体数に変態後へい死 した個体数を加

えて算出した｡エゾサンショウガイ試験区では0.5g区は平均14.3%､1.0g区は平均18.9%､2.0g

区は平均13.9%､4.0g区は平均10.8%であり､1.0g区が着底率が一番高く1.0g以下及び以上は着

底率が低下する傾向がみられた｡

エゾアワビ椎貝試験区では0.5g区は平均15.6%､1.0g区は平均22.3%､2.0g区は平均14.3%､4.

0g区は平均9.1%であり､エゾサンショウ区と同様に1.0g区が推定者底率が一番高 く､1.0g以下

及び以上は着底率が低下する傾向がみられた｡対照区では平均14.1%の推定者底率であった｡

着底量試験における各試験区の減耗個体数を表 2に示 した｡

エゾサンショウガイ試験区では平均で360.3-416.0個､エゾアワビ椎貝試験区は平均で317.0-422.

0個､対照区では平均138.7個の行方不明個体がある結果となった｡両試験区ともかなり多い行方不

明個体があり､又生息密度が多いほど不明個体が多い傾向がみられた｡
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表 2 着底量試験における各試験区の減耗固体数 (1996 書敵生物等影響拭壌)

ラーバ致 付着前へい死 変態後へい死 ベラム有り 生妓鼓 不明個敢

58 374
62 319
71 388

500 54.7 7.7 13.7 63.7 360.3
90 364
77 360
70 392

500 28.0 15.3 5.7 79.0 372.0
46 383
54 371
69 381

500 48.3 13.0 4.0 56.3 378.3

5
21
26

38 424
34 417
47 407

500 29.0 14.3 1.0 39.7 416.0
500 142
500 62
500 52

101 242
36 370
24 398

500 85.3 24.3● 0 53.7 336.7
62 309
41 321
61 321

500 71.7 56.7 0 54.7 317.0
15 406
25 378
44 371

500 43.3 43.7 28.0 385.0

7
2
7

9
3
3

3
4
4

500 32.3 30.3 15.3 422.0
B一ank 0

0
0
0
5
5
500 331

74 166
12 123
17 127

平均 500 291.0 36 0 34.3 138.7

③ 着底稚仔の成長と生残

各試験区における着底椎仔の成長量を図10に示 した｡

ェゾサン㌢ヨ9/ガイ試験区では着底椎仔の殻長約 1mm(採卵 1カ月後)までの成長は生息密度に

よる有意差はみられなかったが､以降は密度が高いほど成長が遅い傾向がみられ､エゾアワビ着底

稚仔は殻長約 1mmまではエゾサンショウガイの生息密度に影響をあまり受けないが､ 1mm以上にな

ると影響を受けるものと推察された｡

エゾアワビ椎貝試験区では4.0g区が8月20日以後は生残数が少な く測定ができなか ったが､生

息密度による成長の有意差はみられず､各区とも同水準で成長 していたことから密度に影響を受け

ず成長するものと推察された｡又､対照区での成長はエゾアワビ椎貝試験区と比較 して遜色のない

成長を示 していた｡

しか し､両試験区を比較すると着底椎仔の成長には相違がみられ､エゾサンショウガイ試験区の

方が成長が遅い結果となっており､特に殻長約1.0mm以降から差がつきはじめている傾向がみ られ

た｡

これは､殻長約 1mmのエゾアワビ椎貝の好適な餌料となる付着珪藻 (Cocconeis属)の競合が､

エゾサンショウガイとの間で発生 したものと推察された｡つまり､小型植食性巻員類 (ェゾチグサ

ガイ等)はCocconeis属の珪藻をよく摂餌するが､今回試験に供 した殻長10mm以上のエゾアワビは
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cocconeis属の珪藻を積極的に摂餌せずに食い残すことが知 られていることから､エゾアワビ稚貝

試験区はCocconeis属の珪藻が残されている状態であったが､反面エゾサンショウガイ試験区はC
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表 3 成長量試験における各試験区の生残個体数 (1996 事故生物等影響拭験)

サンフ●リンダ+実生秩

推定生残傭故 実生残偶数 鐘数 % 不明個数Il■llllll■■■- ■■■lllll■■ll■■■llllllllll■ll■l■
75 30 80 40.0 45

103 9 49 24.5 94

133 7 47 23.5 126

全個体数 へい死確空欄毒す'/Tリンダ個数 脚 数計I ~ .
200 75 50 125

200 57 40 97

200 27 40 67

200 53.0 43.3 96.3 103.7 15.3 58.7 29.3 88.3

200 61 50 111

200 80 50 130

200 55 34 89

43 93

34 840 34

46.5 46

42.0 36

17.0 111

200 65.3 44.7 110.0 90.0 25.7 70.3 35.2 64.3

200 45

200 87

200 47

50 95

40 127

40 87

13 63

25 65

7 47

31.5

32.5 48

23.5 106

200 59.7 43.3 103.0 97.0 15.0 58.3 29.2 82.0

200 68

200 25

200 33

50 118

40 65

40 73

1 51

2 42

7 47

25.5 81

21.0 133

23.5 120

200 42.0 43.3 85.3 114.7 3.3 46.7 23.3 111.3

200 110

200 61

200 85

50 160

50 111

50 135

54 104

80 130

10 60

52.0 -14

65.0 9

30.0 55

200 85.3 50.0 135,3 64.7 48.0 98.0 49.0 16.7
200 54

200 102

200 60

50 104

50 152

50 110

65 115

38 88

56 106

57.5 31

44.0 10

53.0 34

200 72.0 50.0 122.0 78.0 53.0 103.0 51.5 25.0

200 94

200 91

200 62

40 134

31 122

50 112

8 48

0 31

12 62

24.0 58

15.5 78

31.0 76

200 82.3 40.3 122.7 77.3 6.7 47.0 23.5 70.7

200 105

200 105

200 137

37 142

33 138

32 169

0 370 330 32

18.5 58

16.5 62

16.0 31

200 115.7 34.0 149.7 50.3 0.0 34.0 17.0 50.3

260 77

200 170

200 101

50 127

32 202

50 151

59 109

0 32

18 68

54.5 14

16.0 -2

34.0 31

200 116.0 44.0 160.0 40.0 25.7 69.7 34.8 14.3
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